
2024 年 12 月 24 日 13：30～14：00 

 

看護小規模多機能コープ五日市 

2024 年度第 4 回 運営推進会議議事録 

 

参加者：五日市観音社会福祉協議会会長 新谷益三様 

五日市観音地区民生委員児童委員 北村由美子様 

城山・五日市観音地域包括支援センター保健師 山田幸恵様 

千同第一町内会長 西田雄二様 

訪問看護ステーションコープ五日市所長 浴長佐枝子 

看護小規模多機能コープ五日市ケアマネジャー 野田勝美 

看護小規模多機能コープ五日市 主任代行 和田直子 

 

1. 事業運営の基本方針や理念 

利用者 1 人ひとりの人格を尊重し、利用者の心身の状況、希望、その置かれている環境を踏まえて、通

いサービス、訪問サービス（介護、看護）、宿泊サービスを柔軟に組み合わせ、生協 10 の基本ケアの（自

立支援）の考え方で支援します。また地域への参加や住民との交流を図り、地域での暮らしを支援します。 

 

2. 利用状況（2024/11/1～12/24 現在） 

 介護度 

 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 計 平均介護度 新規 中止 入院 

11 月 6 名 3 名 5 名 3 名 4 名 21 名 2.8 1 件 1 件 0 名 

12 月 7 名 2 名 6 名 2 名 3 名 20 名 2.5 2 件 0 件 2 名 

 

 年齢 

60 歳～ 65 歳～ 70 歳～ 75 歳～ 80 歳～ 85 歳～ 90 歳～ 95 歳～ 

0 名 2 名 1 名 1 名 4 名 6 名 6 名 2 名 

 

 地域 

佐伯区 19 名（美鈴が丘、利松、八幡、千同、坪井、城山、三筋、三宅、五日市中央、五日市、 

新宮苑、楽々園） 

西区 3 名（井口台、井口鈴が台） 

 

3. 新規受け入れ状況 

JA 広島総合病院や五日市記念病院などから相談がある。胃ろうあり注入が必要な方や、ターミナルの

方など、看護サービスが必要な相談が増えている。 

 



4. 事故・苦情の発生状況 

誤薬ほかの利用者の薬を渡して飲んでもらってしまった。 

両物損事故駐車場に車を駐車し運転席のドアを開けた際、建物の配管に当たって配管とドアを傷つけ 

てしまった。 

     一時停止中、自転車がぶつかってきた。 

 

5. 日常のサービス内容 

 通い：8 名～15 名/1 日 

 訪問：3 件～21 件/1 日 

     訪問介護（服薬確認、掃除、洗濯、買い物、食事確保、外出準備・片づけなど） 

     訪問看護、訪問リハビリ 

 宿泊：2 名～7 名/1 日（1 泊～5 泊） 

＊退院直後や老健退所後など不安定な方には、1～2 週間連泊していただき、体調が安定したら、通い

サービスや訪問サービスを組み合わせて在宅復帰につなげています。 

 

6. 利用者の健康対策に関する取り組み 

生協 10 の基本ケアに基づいた自立支援のケアを行っています。 

 レクリエーション（歌、ゲームなど）、個別リハビリ 

 毎日昼食前に、リハビリ職員による口腔体操（20 分程度） 

12/23 クリスマス会の写真を紹介した。 

 

7. ボランティアの受け入れ状況や行事参加など地域連携への取り組み 

 月 1 回お話しボランティア受け入れ（いきいきポイント対象） 

 サロン活動に参加（うたごえ喫茶、映画鑑賞会、健康マージャンなど） 

 広報活動 

 パンプキン通信発行 

移動販売について紹介した。 

 

8. 事例紹介 

女性、83 歳、要介護 3、次男と 2 人暮らし、長男は、週 1 回訪問し買い物などサポートしている。 

戸建てに次男と同居。室内は伝い歩きができていたが、次第に身の回りのことができなくなり、次男

が家事をしていた。R6/5/10 自宅で転倒し動けなくなり、近医整形受診するも明らかな骨折指摘され

ず、体動困難であるが自宅で様子を見ていた。5/29 長男が訪問すると右大腿部に褥瘡ができており X

病院へ救急搬送される。その後リハビリ目的で Y 病院へ転院。9/6 退院、看護小規模多機能コープ五

日市利用開始となった。 

開始から 2 週間は泊りサービスを利用していただき、その間に在宅復帰の準備を進めた。自宅では小

型犬を飼っており、本人は自宅へ帰ることを楽しみにされていた。看多機では 10 の基本ケアを実施

し、座って過ごしていただいた。宿泊室を自宅の環境に合わせて過ごしていただいた。 

家族との懇談を重ね、福祉用具を導入し、（月）～（金）通いサービス、（土）・（日）朝・昼に訪問介



護を利用することにして、9/28 自宅へ帰宅された。自宅に帰ってから、セルフケア不足のため食事や

排せつができず、室内も愛犬の世話ができず不潔な状態。在宅生活の継続には ADL の改善が必要と

判断し、老健へつないだ。 

反省点として、在宅復帰に向けて自宅の環境の観察不足、家族への説明不足があった。 

 

9. その他 

 

感想 

・人数はちょうどよさそう。利用者ごとにいろいろあると思う、本人と家族でも考えが違うと思うの

で大変だと思うが、よくやっていると思う。 

  ・10 の基本ケアを実践して自立支援のケアができていていると思う。独居でターミナルの方の受け入

れ先を見つけることが難しいことがあるので、看多機があると助かる人が多いと思う。 

  ・移動販売を地域の人に紹介したい。 

 

 

次回 2025 年 2 月 25 日（火）13：30～14：00 


